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1 はじめに 

 マツノザイセンチュウによる松枯れ被害は、北海道を除

く日本全国で確認されており、近年被害は高緯度・高標高

地に拡大している。東北育種場では、マツノザイセンチュ

ウ被害への育種的な対策として、東北育種基本区の各県お

よび福島県と連携し平成 4年より「東北地方等マツノザイ

センチュウ抵抗性育種事業」1)に取り組んでいる。同事業で

は以下に示す3つの方法により抵抗性品種の開発を行って

いる。① マツノザイセンチュウ激害地において健全に生

育している個体を抵抗性候補木として選抜し、その抵抗性

候補木より採穂を行い、検定用のつぎ木苗を育成する。こ

れらの苗木にマツノザイセンチュウを接種し（接種検定）、

抵抗性の判定を行う（一次検定）。次に一次検定に合格した

個体を再びつぎ木増殖して苗木を育成し、一次検定と同様

にマツノザイセンチュウを接種し（二次検定）、合格したも

のを抵抗性品種とする。② 抵抗性候補木の種子から育苗

した実生苗で一次検定及び二次検定を行い、合格したもの

を抵抗性品種とする。③ 抵抗性候補木より球果を採取し、

その種子から育苗した実生苗に接種検定を行う（一次検定

1回目）。この接種検定により健全であった個体に対し、翌

年再び接種検定を行う（一次検定 2回目）。2回の一次検定

において健全であった個体からつぎ木苗を養苗し接種検

定を行い（二次検定）、合格したものを抵抗性品種とする。 

 東北育種場では平成 27 年度において、③の方法による

一次検定1回目および一次検定合格個体からのつぎ木によ

る二次検定を行った。ここでは、二次検定の結果を示し、

その結果から開発された抵抗性品種について紹介する。 

 

2 材料と方法 

 平成 27 年度に行った二次検定はすべてつぎ木苗に対し

て行った。検定系統数および検定個体数は、アカマツ 36系

統 568個体、クロマツ 99系統 1861個体である。 

 接種検定は、東北育種場（岩手県滝沢市）の東西に細長

い 3棟のビニールハウス（ハウス）において行った。これ

らビニールハウスは、南北に 3 棟並んで設置されており、

本報告ではそれぞれ、南ハウス、中ハウス、北ハウスと記

す。これまで、3棟のうち毎年 1棟を休閑させることでビ

ニールハウス内の地力を維持してきている。平成 25 年度

は、中ハウスを休閑させ、北ハウスおよび南ハウスを使用

した。 

 被検定個体は4月下旬にそれまで育成していた東北育種

場奥羽増殖保存園（山形県東根市）から堀り上げ、5 月上

旬に東北育種場のハウス内に移植した。各ハウス内の微環

境の偏りを無作為化するために、各系統の検定個体を 2あ

るいは 3等分し、東西方向に伸びる 3本の畝におのおのを

1反復とする乱塊法実験となるように植栽した。 

 接種検定は平成 27 年 7月 1 日に行い、使用した線虫ア

イソレートとして Ka4 を使用し、検定個体 1 個体につき

10,000頭を主軸注入法 1）で検定個体に接種した。 

 接種後の枯損調査は 10月上旬に行い、健全（接種枝以外

に枯れが拡大していない）、部分枯れ（接種枝以外に枯れが

拡大しているが生存している部位がある）、枯死（樹体全体

が枯れている）の 3通りに区分した。この調査結果から以

下の式により評点 P3）を算出した。 

 

P=｛（A-a）/A｝×10＋｛（B-b)/B｝×５ 

A＝対照家系の生存率 

B＝対照家系の健全率 

a=候補木系統の生存率 

ｂ=候補木系統の健全率 

 

なお、評点 Pの値がマイナスになった系統が当該検定の

合格と判定され、抵抗性品種の候補となる 1）。 

 

3 結果と考察 

 二次検定で合格と判定したアカマツ 4クローン、クロマ

ツ 2 クローンの接種検定結果を表-1 および表-2 に示す。

表 1は北ハウス、表 2は南ハウスの結果である。南ハウス
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は北ハウスに比べ対照苗の健全率、生存率が高かった。こ

のため、南ハウスの評点が高い傾向にある。これらの結果

をとりまとめ、評点がマイナスであり、かつ健全率が高か

った 6クローンを合格とした。これら 6クローンを優良品

種・技術評価委員会 2）に申請したところ、抵抗性品種とし

ての評価基準を満たしていると評価され、林木育種センタ

ー所長により品種として決定された。 

 これまでに東北育種基本区では、抵抗性アカマツ53品種、

抵抗性クロマツ 44品種が開発されている。現在、クロマツ

の抵抗性品種は、宮城県、山形県および新潟県においては、

自県産の抵抗性品種のみで9型採種園が設計可能な品種数

となった。また状況に応じて、自県産に加えて基本区内の

他県選抜の抵抗性品種も採種園に導入することで、遺伝的

多様性がより高い抵抗性種苗を生産することがが可能と

なってきている。今後、これらのマツノザイセンチュウ抵

抗性品種で構成された採種園が造成され、種苗が供給され

ることにより、地元産の苗木を使いつつ、多様性にも配慮

した海岸林の整備が可能となり、より幅広いニーズにこた

えることができると期待される。このため、今後は、これ

らの開発品種の配布用原種苗木の育成に努めるとともに、

東北育種基本区の他の県においても同様な状況を実現す

るため、関係各県と連携・協力して抵抗性品種の開発を進

めていきたい。 
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表-1 北ハウスにおける二次検定合格個体の結果 

 

 

表-2 南ハウスにおける二次検定合格個体の結果 
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